
知財にまつわるリアル
な事例を基に考察

経験豊富な講師
による具体的な解説

日 時

2022年2月4日（金）

午前の部

午後の部

9:30～12:40（9:00受付開始）
トラブル対応編

中小企業のリアルな最新事例から学ぶ

経営のための知財戦略セミナー

【お申込み・お問い合わせ】

主催：

開催方法

ツールは「ZOOM」を使用します。
演習は、ブレイクアウトルーム機能、グーグルド
キュメント機能を利用して実施します。
※画面上でディスカッションしますので、マイクや
カメラはONができる環境でお願いいたします。

グループワークで
お互いの知見を共有

お申込は、ホームページ（https://www. ipms-seminar.inpit.go.jp/）の
申込みフォームよりご登録ください。

（一社）発明推進協会 研修チーム
TEL：03-3502-5424 E-mail：info@ipms-seminar.inpit.go.jp

参加費

無料 定員

30名

13:30～16:40（13:00受付開始）
最新ビジネス戦略編

※午前の部、午後の部どちらかの受講でも可

産業のグローバル化、多様化が進む中で、ビジネス戦略の一環として知的財産の構築・活用は必要不可欠で
あり、産業競争力を支える中小企業の経営者・経営幹部にこそ、戦略的な社内活動に取組むことが求められてい
ます。
本セミナーは、実際のビジネス展開における成功・失敗事例を基にしたストーリーから、ビジネス展開やトラ
ブル対応を考察するケースメソッドで、実践的な視点から対処法を習得でき、グループワークにより、他者の意
見も参考として、自分の会社ならどう取り組むべきか、経営に活かす知的財産の戦略や活用を学び合えます。
ビジネスから入る事例研究セミナーです。知財初学者の方も奮ってご参加ください。

様々な地域の企業・機関とリモートで意見交換しよう！
主に中小企業経営者・経営幹部 対象

※弁護士、弁理士、中小企業診断士、知的財産管理技能士、コンサルタント、金融機関や中小企業支援機関の方、アドバイザーの方々も大歓迎です。

講師： 阿部 伸一 氏

（ＢＳ国際特許事務所 弁理士）



プログラム

※ 講師及び日程等は、カリキュラム編成等の都合により、変更することがあります。

時間 午前 プログラム（予定）

9：30

12：40

（午前の部）トラブル対応編
・イントロダクション
・その製造委託契約 万全ですか(2-2）
・模倣品への対応 訴訟だけではありません
（2-3）
・もし権利侵害の警告状が届いたら(2-4）
・トラブル対応編 まとめ

＜お昼休み＞

受講までの流れ

＜講師紹介＞阿部伸一氏（あべ しんいち）ＢＳ国際特許事務所 弁理士

STEP1：ホームページから受講申込をする。

STEP2：ご登録メールアドレスに当日参加用URL・ID・
パスワードをお送りします。

STEP3：開始30分前～開始時間までに、参加用URLを
クリックし、セミナーを受講する。

※ツールは「Zoom」を使用します。

演習では、画面上でディスカッションしますので、マイク
やカメラはONができる環境でお願いいたします。

1982年松下電器産業（現パナソニック）入社 知的財産権部門配属1989年 弁理士登録 特定侵害訴訟代理業務付記
（2005年）1996年 清水国際特許事務所（ジーベックグループとして現在はＢＳ国際特許事務所を開設）にて知的財産権業務
立命館大学 大学院理工学研究科修士課程「知的所有権概論」講師（1994年～1996年）沖縄国際大学法学部「知的所有権
法」講師（2003年 ～2010年）特許庁発行 産業財産権標準テキスト改訂委員会委員（2003年）特許流通データベース委員
会委員長（2004年～2009年）日経産業新聞「技術移転よろず相談」コラム担当（1996年～2010年）九州大学非常勤講師
（2004年）立命館大学知的財産本部特許顧問（2003年～2007年）高知工科大学大学院起業家コース特別講義講師
（2003年～2005年）金沢大学大学院 自然科学研究科講師（2011年～2016年）知財総合支援窓口知財専門家（独立
行政法人工業所有権情報・研修館）（2016年～現在）ほかを歴任。）

個人情報の取扱いについて
セミナーの参加申込みに必要な個人情報は、参加者名簿の作成、セミナーに関するご連絡・事後のアンケート調査に利用させていただきます。
また、参加者情報を集計し、個人が特定されない形式にて統計情報を公開させていただく場合がございます。その他の目的で利用することはご
ざいません。

お申込は
こちらから

時間 午後 プログラム（予定）

13：30

16：40

（午後の部）最新ビジネス戦略編
・イントロダクション
・後発類似ビジネスへの対応(3-3)
・アジャイル開発と知財マネジメント(4-2)
・マーケティング施策から強い事業の未来
を描く(5-1)

・最新ビジネス戦略編 まとめ


